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で TCRの再構成を検討し、標本の腫瘍細胞の占有
率が高い 2例では鼻腔のパラフィン切片から DNA
の抽出を行い骨髄の T細胞受容体の再構成との比
較検討を行った。
【結果】　5例中 4例において骨髄間質細胞の発育が
みられなかった。この 4例では TCRβ鎖の遺伝子再
構成がみられ、治療で寛解となった 1例では TCRβ
鎖の遺伝子再構成が陰性化し骨髄間質細胞の発育も
みられるようになった。一方で発育のみられた 1例
ではTCRβ鎖の遺伝子再構成を認めなかった。また、
鼻腔サンプルから治療前の TCRの遺伝子再構成を
骨髄と比較したが、明確な同一クローンは証明でき
なかった。
【考察】　ENKTLでは TCRβ鎖の遺伝子再構成が骨
髄間葉系細胞の発育抑制との関係が示唆された。寛
解となった 1例で治療後に TCR遺伝子再構成が消
失し、骨髄間質細胞の発育もみられていることから
も、骨髄微小環境の悪化および治療効果へ影響を与
えることが想定された。ENKTLでは TCRβ鎖の遺
伝子再構成が 20%程度にしかみられないことが報
告されており、この T細胞は腫瘍本体ではなく、
腫瘍による免疫反応で生じた反応性の細胞障害性 T
細胞の可能性と示唆された。これらを詳細に検討す
ることが病態解明に寄与するものと思われる。
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尿素によるホルムアルデヒド濃度の低減効果と
組織の軟化作用への試み
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　正常解剖実習におけるご遺体の防腐処置には一般
的にホルマリン（ホルムアルデヒド 37%含有溶液）
が用いられている。これまでに各大学で様々なホル
ムアルデヒド濃度低減対策が行われてきたが、施設
の改修工事によるものが大半であり、発生源である
ご遺体に対する低減対策については十分に検討され
ていない。一方で、最近わが国でもご遺体を用いた
サージカルトレーニングが広まりつつあるが、ホル
マリン固定による組織の硬化が問題となっており、

生体により近い状態での保存方法が求められてい
る。我々は、保存前（飽和食塩溶液を用いた固定）、
保存中（アルコール置換）、保存後（尿素による重
合反応）の 3つの視点から、ご遺体に蓄積されたホ
ルムアルデヒドの濃度を低減する処置法やサージカ
ルトレーニングに適した処置法の開発に取り組んで
いる。今回は、保存後における尿素の重合反応によ
るホルムアルデヒド濃度の低減対策と組織の軟化に
ついて検討した。ホルマリン固定およびアルコール
置換した摘出内臓（腎臓）に尿素溶液を散布したと
ころ、ホルムアルデヒドの濃度は低減し、組織の軟
化がみられた。また、尿素溶液中への浸漬実験では、
組織の軟化は、2週目まで進行し、以降変化は見ら
れなかった。正常解剖実習に使用するには柔らかく
なりすぎるという意見もあったが、サージカルト
レーニングに適した処置法として応用できる可能性
があることが示唆された。
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【目的】　我々は、健常者の末梢血単核細胞（PBMC）
に対して、VK1は免疫抑制作用を持たないが VK2
が免疫抑制作用を持つことを明らかにした。本研究
では、VK1と VK2が、アトピー性皮膚炎の有用な
治療薬となる可能性について、免疫学的な観点から
VK1と VK2の薬効を客観的に評価することを目的
とした。
【方法】　IC取得後アトピー性皮膚炎患者より末梢
血単核細胞（PBMC）を採取し、その T細胞マイト
ゲン応答性増殖、各種サイトカイン産生能、および
制御性 T細胞（Treg）率に対する VK1と VK2の効
果を、in vitroで検討した。
【結果】　アトピー性皮膚炎患者の PBMCは健常者
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